
横浜天声キリスト教会　　週報　第 12 巻 51 号（No.411）　　2017 年 12 月 17 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 59:16-17 ････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ 　１０３番

*交読文　････････････････ 　５５番

*使徒信条　･･････････････会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ １部：渡辺和歌子 働き人　　２部：小林美之 働き人

賛美　･･････････････････ 　１０６番

メッセージ　･･････････････ 万軍の主の熱心が凝縮された「ひとりのみどりご」(イザヤ 9:1-7)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ 　１０４番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 次週主日２４日は、一部礼拝は通常の時間に行い、二部礼拝は１４時

からではなく２１時より「クリスマスイブ礼拝」として行います。イブ礼拝

に参加される方は、与えられている御言葉を宣言する時を持ちます。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　わたしは主、＿＿の聖者、イスラエルの創造者、＿＿の王である」。海のなかに大路を

設け、大いなる水の中に道をつくり、戦車および馬、軍勢および兵士を出てこさせ、これ

を倒して起きることができないようにし、絶え滅ぼして、灯心の消えうせるようにされる／

主はこう言われる、「＿＿は、さきの事を思い出してはならない、また、いにしえのことを

考えてはならない。見よ、わたしは新しい事をなす。やがてそれは起る、＿＿はそれを

知らないのか。わたしは荒野に道を設け、さばくに川を流れさせる。・・・主は言われる、

「＿＿はわが証人、わたしが選んだわがしもべである。それゆえ、＿＿は知って、わたし

を信じ、わたしが主であることを悟ることができる。わたしより前に造られた神はなく、わた

しより後にもない。ただわたしのみ主である。わたしのほかに救う者はいない。わたしはさ

きに告げ、かつ救い、かつ聞かせた。＿＿のうちには、ほかの神はなかった。＿＿はわ

が証人である」と主は言われる。（イザヤ 43:15-19, 43:10-14）

メッセージ概要

　処女がみごもってインマヌエル(主が共におられる)という男の子を生む預言は、アハズ王の時代に与えら

れた。彼は預言者イザヤから「静かに主を信頼しなさい」と言われていたのに、余計な右往左往して、アッ

シリアに助けを求め、しかもその出先から偶像の設計図を取り寄せ、イスラエルで偶像を建ててしまった。

　主に頼る道を捨て、アッシリアという暴力的な力強さに頼る者は、暴力に悩まされ、頑固になまでに御言

葉に聞き従わない姿勢を貫き通す者には、頑固なまでに災いが離れない事が、前回のイザヤ 8章あった。

　人に災いがつきまとう場合、必ず最初に人の側の罪があり、罪が彼を責め立てる口実を得たのである。

しかし主は人がいつまでも災いに苦しんでいる様を黙っておられない。それが今回の箇所で示されている。

　『しかし、苦しみにあった地にも、闇がなくなる。さきにはゼブルンの地、ナフタリの地にはずかしめを与え

られたが、後には海に至る道、ヨルダンの向こうの地、異邦人のガリラヤに光栄を与えられる。』(イザヤ 9:1)

　ゼブルンとナフタリは、主を礼拝する所から離れていた故、真っ先に異邦人と和合し、罪に染まり、罪由

来の災いを真っ先に受けてしまった。私達も御言葉から遠く離れているなら、真っ先に異邦の拝むものや

異邦の価値観に感染し染まってしまう。だから、礼拝と聖徒の交わりから離れないように気をつけるべきだ。

　『あなたが国民を増し、その喜びを大きくされたので、彼らは刈入れ時に喜ぶように、獲物を分かつ時に

楽しむように、あなたの前に喜んだ。』(3節)　「獲物」とは、勝利した側が敵から分捕るものだが、サタンとい

う敵が不当占拠していたあらゆる良きもの、囚われていた人々を分捕り返し喜び楽しむ様が、ここにある。

　『これはあなたが彼らの負っているくびきと、その肩のつえと、しえたげる者のむちとを、ミデアンの日にな

されたように折られたからだ。』(4節)　御言葉に背く先には必ず汗と労苦があり、罪由来のむちと杖による

刑罰が必ずともなう。しかし、悔い改めて主に立ち返るなら、彼らを打っていたむちと杖は粉々に砕かれる。

　『すべて戦場で、歩兵のはいたくつと、血にまみれた衣とは、火の燃えくさとなって焼かれる。』(5節)

罪の飲み食いをし、罪の取引をする内、人の血を流して返り血を浴びたり、あるいは罪に強い者から血を

流されたりする。そうして血に汚れた服や靴は、ひとりのみどりごが来る時、火のえじきとなって清められる。

　『ひとりのみどりごがわれわれのために生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えられた。』(6節)

　長らく全世界を覆っていた、分厚くしつこい闇と死。その漆黒の世の海に、唯一の光、ひとりのみどりごで

あられるイエス様が投じられた時、前章までの全ての頑固な闇は、解消される。このお方は、どういう方か。

　『まつりごと  (government)  はその肩にあり、その名は、「霊妙なる議士  (Wonderful Counsellor )、大能の神  (

The mighty God )、とこしえの父  (Everlasting Father)、平和の君  (The Prince of Peace)ととなえられる。』

　 「まつりごと」とは、政治である。日本の政府は国会議事堂や内閣府に置かれているが、神の国の政治

はイエス様の肩に置かれている。大祭司はイスラエル十二部族の名を肩に負って主の御前でつとめを果

たすように(出エジプト記28:9-12)、イエス様は私達の名を負って神の御前で執り成しのつとめを為される。

　主は、どんなにしつこい悩みや問題も、解決不能な事さえも解決へと導いてくださるワンダフル・カウンセ

ラーであり、力ある神である。日本の政治のように、月曜から金曜の９時から１７時まで、などという限定は無

いし、何々の書類を整えなければ受理しない事も無く、ただ「イエス・キリストの名によって」いつでも、どこ

でも「永遠の父」に申請する事が出来、それをするなら、素晴らしい助言が与えられ、力ある神の権力が行

使され、平和の君であられる、それらのあらゆる善き性質を、いつでも求める事ができるのだ。

　『万軍の主の熱心”がこれをなされるのである。』(7節)　聖書の中で「主の熱心」が現れる時はいつも、人

が悔い改め、自分の罪を離れる時、主がその人を助け、救おうとする場面だ。(イザヤ 9:7、37:32、59:17)

　熱心。それは無感情の逆であり、主は激情をもって人を愛し、人を救おうとされる。万軍の主の熱心が、

究極的に形を取ったのが、ひとりのみどりごである。イエス様は、命を捨てる「passion」（使徒 1:3）をもって、

私達を救おうとし、十字架という実体を伴った行動をもって、その愛をあらわしてくださった。

　私達には、２つの道がある。ゼブルンやナフタリのように、ずっと立ち返らないで、自分の好むことをやり

続け、ひたすら強い者から奪われ、搾取され、奴隷とされ続けるか、それとも、イエス様の愛の情熱を受け

入れ、永遠にイエス様の政治とカウンセルと力の主権の中で歩んでいくか。イエス様の道を選び、そのとこ

しえの祝福の内に生きる皆さんでありますように。イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

日曜礼拝

1 部礼拝　　　10:30 賛美　11:00 礼拝

食事/フェローシップ／賛美 　12:30～
2 部礼拝 　　　　　　　　　　　　　　 14:00

金曜徹夜祈祷会                    21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜礼拝

　1 部                                   　13:00～
　2 部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 12 巻 51 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017 年 12 月 17 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211

Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

